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2022年度版

難民フォーラム（FRJ・難民支援団体ネットワーク）に加盟し、他団体や行政と連携を取りつつ、相

談対応や教育面での支援をしている。

主に「生活支援金（奨学金）」を支給している学生を対象に、就職活動に役立つセミナーの開催

や、資格試験の受験料応援等を行っている。

医療に関する通訳のほか、母子保健セミナーなどでの通訳を実施。

病院からの依頼を受け、翻訳(日→英)を行っている。

発災時に備えて日頃より学習支援室を中心に防災訓練やワークショップ、防災カード（オリジナル

版）記入携帯指導等を行っている。

所在地（住所）

141-0021

通訳・翻訳

毎週土曜日（目黒）と日曜日（錦糸町）に、主に難民を対象に「学習支援室」を開催している。

年間のべ約2500人程度が、教室に足を運んでいる。

毎週土曜日（目黒）と日曜日（錦糸町）に、主に難民を対象に「学習支援室」を開催している。

受講者の中には、小中学生や高校生も多く、日本語学習の他、学校の教科補習など、希望に応じ

て学べる場を提供している。

平日の10時～17時まで、定住外国人やその家族、支援者等からの「相談」を受けている。医療費

や病院への付き添い等についての問い合わせがある。他団体等と連携を図りつつ、病院同行や通訳

の手配をすることもある。

平日の10時～17時まで、定住外国人やその家族、支援者等からの「相談」を受けている。福祉面で

は、教育支援資金、高額療養費、失業保険、年金などの経済的支援についての問い合わせがあ

る。その他、住居や生活上で生じる各種相談にも応じている。行政や他団体と連携を図りつつ、情報

提供や同行をすることもある。

将来のために進学を希望するものの、応募可能な奨学金が限られる、難民などの学生のために、一

般寄付を財源とする「生活支援金（奨学金）」を年間約30名に支給している。その他、毎週末に

「学習支援室」を開催している。

就労

団体名

社会福祉法人　さぽうとにじゅういち（略称：社会福祉法人　さぽうと２１）

東京都品川区上大崎2-12-2　ミズホビル6階

日本語学習

子ども・育児

電話番号・メールアドレス

03-5449-1331

info@support21.or.jp
http://support21.or.jp/

有償サービスの場合は、内容について簡

単に記入ください。
※☑を付けた分野に関する団体の活動や経験についてご記入ください。

女性

理事長　髙橋 敬子

代表者

団体概要

1979年に創設された「インドシナ難民を助ける会」の事業を引き継ぎ活動している。現在は、難民（インドシナ難民・条約難民・第三国定住難

民）、日系定住者（主に中南米）、中国帰国者とその家族等にも支援の枠を拡げ、「就学支援（生活支援金の支給）」（年間約30名）

及び、日本語や学校教科などの「学習支援」（年間登録約100名）、「相談支援」（年間約20ヵ国・100件）を行っている。彼らが社会の一

員として自立を果たせるよう、主に教育の側面からの支援を継続している。

活動対応分野（該当するものに☑）
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